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再生紙を使用しています。�
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　鎌倉幕府の「御願寺」として、関東有数の格式を
誇りながら、詳細は謎に包まれた 真  慈  悲  寺 。

����� �� �

　郷土資料館は市民ボランティアとともに調査を行
い、その謎の解明に取り組んでいます。
　９月１９日（日）は、この「真慈悲寺」の名を背銘に刻
む「阿弥陀如来坐像」（国指定重要文化財）が１年
に１度だけ公開されます。これにあわせて特別イベ
ント「百草山に幻の真慈悲寺を追う」を開催します。

（郷土資料館�５９２－０９８１）
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����������������		
�� ９月１９日（日）午前１０時～午後３時�� 百草
八幡神社※直接会場へ

����
����������������		
��������������
��������������������������
�� ９月１９日（日）午前１０時から�� 京王百草園
�� 馬場憲一氏（法政大学教授）�� 入園料
実費

����
����������������������������������������
�� ９月１９日（日）午前１１時から�� 京王百草園�� 郷土資料館学芸員
�� 入園料実費

����������
�� ９月１９日（日）�� 午後１時に京王百草園�� 真慈悲寺調査の会会
員�� 入園料実費

　講演、報告、現地ガイドはいずれも申し込みを※当日は京
王百草園入口前の公園で受け付け�� ９月１日（水）午前９時から
電話またはＦＡＸ�� 郷土資料館（�５９２－０９８１�５９４－１９１５）
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制
度
が
出
来
て
十
年
。
福
祉
が
大

き
く
変
わ
る
な
か
、
日
野
市
は
近
隣

よ
り
早
い
時
期
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

最
近
の
福
祉
は
市
か
ら
の
一
方
通

行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
形
の
上
で
は

市
民
が
選
択
し
て
利
用
す
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
福
祉
の
範
囲
は
広
く
複

雑
で
、
行
政
に
も
ミ
ス
が
あ
り
得
ま

す
。
そ
ん
な
時
ど
う
す
る
。
担
当
者

に
異
議
申
し
立
て
の
声
を
上
げ
れ
ば

よ
い
で
は
な
い
か
、と
い
う
け
れ
ど
、

受
け
手
の
市
民
は
弱
い
立
場
。
お
世

話
に
な
る
行
政
に
な
か
な
か
モ
ノ
は

言
い
に
く
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
行
政
か
ら
は
独
立
し
た
機

関
と
し
て
「
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
弁
護
士

と
法
科
大
学
院
教
授
の
お
二
人
が
担

当
で
す
。
当
初
か
ら
専
門
知
識
を
生

か
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
や
関
係
機
関
が
進
め
る
福
祉
施

策
に
対
し
個
別
具
体
的
な
苦
情
申
し

立
て
が
あ
れ
ば
、
調
査
し
た
上
で
意

見
や
勧
告
を
与
え
ま
す
。
市
な
ど
は

勧
告
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
迅
速
な
対

し
ん 

し

応
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
市
民
か
ら
の
申
し
入
れ

が
無
く
て
も
、
市
の
施
策
に
不
都
合

が
あ
れ
ば
独
自
の
意
見
具
申
や
勧
告

を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
強
い
権

限
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
利
用
さ

れ
た
市
民
の
感
謝
は
も
と
よ
り
で
す

が
、
市
と
し
て
も
先
生
方
の
指
導
に

よ
り
施
策
の
改
善
が
進
み
ま
し
た
。

　

認
識
不
足
の
せ
い
か
、
ま
だ
利
用

が
少
な
い
よ
う
で
す
。
趣
旨
を
理
解

い
た
だ
い
て
更
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
し
っ
か
り
守
ら
れ
ま
す
。

　市教育委員会では、８月に新たな市指定文化財の指定を行いました。今号では
市指定有形民俗文化財に指定された日野宮神社の「木造菩薩立像（伝虚空蔵菩薩
像）」をご紹介します。 ���������������� （文化スポーツ課）

　今回指定された 木  造  菩  薩  立  像 （ 伝  虚  空  蔵  菩  薩  像 ）は、日野宮神
もく ぞう ぼ さつ りゅう ぞう でん こ くう ぞう ぼ さつ ぞう

社にまつられ、姿は観音菩薩像ですが、同社の本地仏である虚空
蔵菩薩として信仰されてきました。
　日野宮神社を鎮守とする四谷地区には、ウナギを食べないとい
う禁忌習俗（特定の物事を習慣的に避けること）を守っている方
々がいらっしゃいます。
　これは虚空蔵菩薩の使いがウナギであり、本像の天衣（肩から
垂らす長い布）がウナギに似ているのでおそれ多いためとされて
います。

▲木造菩薩立像（伝虚空蔵菩薩像）

写真提供・大正大学副島研究室

▲阿弥陀如来坐像
　（百草八幡神社所蔵）

　また、かつて多摩川の増水で堤防が決壊しそうになった時、虚
空蔵菩薩の使いであるたくさんのウナギが入り込んで堤防の穴を
ふさぎ、洪水から村を守ったので、これに感謝するためとも伝え
られています。
　本像は、このようなウナギを食べないという禁忌習俗と深くか
かわっており、日野市域の河川流域に暮らしてきた人々の生活感
を理解するうえで重要であることから、日野市有形民俗文化財に
指定されました。
　なお、本像は祭礼日を除き、通常は非公開です。詳しくは文化
スポーツ課へお問い合わせください。
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（
仮
称
）
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
は
、
市
民
の
交
流
拠
点
と
し
て

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
で
の
利
用
が
出
来
る

施
設
を
目
指
し
、
平
成　

年
３
月
の

２４

オ
ー
プ
ン
に
向
け
建
設
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
工
事
車
両
の
通
行
な

ど
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
�
�

　

平
成　

年
３
月
予
定
※
平
成　

年

２４

２３

　

月
末
に
工
事
完
成
予
定
。
そ
の
後

１２

開
設
準
備
を
行
い
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	

●●
 

建
築
工
事
…　

億
１
千　

万
７
千

１１

９４９

　

円
（
関
東
・
加
藤
鉄
建
建
設
共
同

４００企
業
体
）

●●
 

電
気
設
備
工
事
…
２
億
１
千　

万
６２９

　

円
（
野
里
・
濱
坂
建
設
共
同
企
業

５５０体
）

●●
 

給
排
水
衛
生
設
備
工
事
…
８
千　
８１２

万
４
千　

円
（　

協
栄
土
木
設
備
）

４００

（株）

●●
 

空
気
換
気
調
和
設
備
工
事
…
３
億

　

万
６
千　

円
（
朝
日
・
西
川
建
設

６５７

９００

共
同
企
業
体
）

※
そ
の
他
、
平
成　

年
度
に
自
然
エ

２４

　

市
内
小
・
中
学
校
全
校
の
先
生
約

　

人
が
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
生

６５０か
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
教
材
や
指
導
な
ど
を
共
有

出
来
る
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
特
徴
は
、
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
の
指
導
は
全
て
の
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
も
大
変
効
果
的
で
あ

る
と
い
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
発
想
を
反
映
し
て
い
る
点
で
す
。

　

こ
の
本
を
小
・
中
学
校
全
教
員
に

配
り
、教
員
研
修
な
ど
を
通
じ
て「
ひ

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
を

全
校
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
本
は
学
校
関
係
者
ば

か
り
で
な
く
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
き
、
特
別
支
援
教
育

や
発
達
障
害
な
ど
の
理
解
に
も
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■問
 

特
別
支
援
教
育
推
進
チ
ー
ム
、
学

校
課

る
方
も
可
■定
 

先
着　

人
■持
 

電
卓
■申
 

電

５０

話
■問
 

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ひ
の
（
� 　
５８６

・
９
５
１
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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■日
 

９
月　

日　

午
前　

時
〜
正
午
■場
 

１７

（金）

１０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子
■内
 

企
業
が
求

め
る
人
材
、
正
社
員
に
な
る
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
�
■師
 

安
村
朗
子
氏
（
フ

リ
ー
タ
ー
等
正
規
雇
用
化
サ
ポ
ー
タ

ー
）
■対
 
　

歳
以
下
の
正
社
員
を
目
指

３４

し
て
い
る
フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
の

方
■定
 
　

人
■申
 

電
話

４０

�
�
�
�
�
�

■日
 

９
月　

日　

午
後
１
時
〜
４
時
■場
 

１７

（金）

多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
※
直
接
会

場
へ
■内
 

企
業
８
社
に
よ
る
面
接
会
■対
 

　

歳
未
満
の
正
社
員
を
目
指
し
て
い

３５る
方
■持
 

履
歴
書
（
写
真
張
付
）
を
複

数
枚

　

い
ず
れ
も
■問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王

子
（
� 　

・　

・
８
６
３
４
）

０４２

６４８
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�
�
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�
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■日
 

９
月　

日　

・　

日　

午
後
１
時

２１

（火）

２２

（水）

ど�
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
�
�
�
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■日
 

９
月　

日　

午
後
２
時
〜
４
時
■場
 

１１

（土）

多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
■内
 

寸
劇

「
親
切
な
悪
質
訪
問
販
売
者
」
、
成

年
後
見
三
択
ク
イ
ズ
※
終
了
後
、
個

別
相
談
会
�
■師
 

東
京
司
法
書
士
会
三

多
摩
支
会
会
員
■申
 

９
月
９
日　

ま
で

（木）

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
■問
 

日
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
日
野
（
� 　

・
７
６
４
６
� 　

・

５９４

５９１

１
５
７
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

有
効
期
限
が
平
成　

年
９
月　

日

２２

３０

　

ま
で
の
都
営
交
通
無
料
乗
車
券
を

（木）お
持
ち
の
方
は
、
市
役
所
２
階
障
害

福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
（
シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
持
者
を
除

く
）
。

■日
 

受
付
…
９
月
６
日　

か
ら
の
午
前

（月）

９
時
〜
午
後
５
時　

分
※
土
曜
・
日

１５

曜
日
、
祝
日
を
除
く
■持
 

①
旧
乗
車
券

②
証
明
書
類
・
身
体
障
害
者
…
身
体

障
害
者
手
帳
、
知
的
障
害
者
…
愛
の

手
帳
、戦
傷
病
者
…
戦
傷
病
者
手
帳
、

原
爆
被
爆
者
…
被
爆
者
健
康
手
帳
と

厚
生
労
働
大
臣
（
厚
生
大
臣
）
の
認

定
書
ま
た
は
健
康
管
理
手
当
証
書
、

生
活
保
護
世
帯
…
保
護
開
始
決
定
通

知
ま
た
は
受
給
証
明
書
、
被
救
護
者

…
当
該
施
設
の
長
が
発
行
す
る
証
明
、

り�
あ�

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
員
…
児
童

扶
養
手
当
証
書
（
現
況
届
出
中
の
方

は
、
担
当
課
で
発
行
す
る
証
明
、
新

規
申
請
中
の
方
は
受
給
決
定
前
の
発

行
不
可
）
■問
 

障
害
福
祉
課
福
祉
係

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



■日
 

■場
 

■内
 

左
表
の
と
お
り
※
直
接
会
場

へ
■師
 

相
田
浩
和
氏
（
東
京
司
法
書
士

会
三
多
摩
支
会
副
支
会
長
）
、
山
�

政
俊
氏
（　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

（社）

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
東
京
支
部
長
）

■問
 

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
日
野
（
� 　

・
７
６

５９４

４
６
）
、
市
福
祉
政
策
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	



■日
 
　

月
１
日　

〜
７
日　

午
前
９
時

１０

（金）

（木）

　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

３０

３０

分
■問
 

立
川
公
証
役
場
（
� 　

・　

・

０４２

５２４

１
２
７
９
）、
八
王
子
公
証
役
場（
�

　

・　

・
４
２
４
６
）
、
多
摩
公
証

０４２

６３１

役
場
（
� 　

・　

・
８
６
０
５
）

０４２

３３８

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

非
行
や
福
祉
犯
罪
の
被
害
な
ど
、

少
年
全
般
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■日
 

平
日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
■問
 

八
王
子
少
年
セ
ン
タ
ー
（
�

１５
　

・　

・
１
６
７
７
）

０４２

６４２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

市
で
は
、
「
住
ま
い
の
増
改
築
や

小
さ
な
修
繕
な
ど
を
ど
こ
に
頼
め
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
大
工
さ
ん

や
職
人
さ
ん
の
心
当
た
り
が
な
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、
市
内
の
建
設

業
組
合
を
通
じ
て
信
頼
出
来
る
業
者

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■問
 

産
業
振
興
課

市
民
生
活

市
民
生
活

福

祉

福　

祉
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歳
以
上
の
方
（
生
活
保
護
受
給

７０
者
、
中
国
残
留
邦
人
支
援
法
の
支
援

給
付
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）で
、

入
院
期
間
が
継
続
し
て
７
日
以
上
に

な
る
場
合
、見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
に
よ
る
入
院
・
入

所
は
除
き
ま
す
。

■日
 

申
請
時
期
…
入
院
し
た
日
か
ら
７

日
を
過
ぎ
た
日
以
降
■内
 

支
給
金
額
…

入
院
期
間
が
７
日
以
上
で
一
律
５
千

円
※
年
度
内
１
回
限
り
■持
 

入
院
日
数

が
確
認
出
来
る
も
の
（
入
院
費
領
収

書
な
ど
）
、
印
鑑
、
口
座
番
号
な
ど

の
確
認
が
出
来
る
も
の
■申
 

次
の
事
由

（
①
退
院
し
た
と
き
②
入
院
中
に
転

出
し
た
と
き
③
入
院
中
に
３
月　

日
３１

に
な
っ
た
と
き
）
の
い
ず
れ
か
最
初

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■問
 

現
場
事
務
所（
�　

・
８
９
３
６
）、

５１４

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
・
財
産
管
理
課
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働
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働　

く
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■日
 

９
月　

日　

午
前　

時
か
ら
■場
 

生

１０

（金）

１０

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
■内
 

事
業
紹
介
、

概
要
説
明
■対
 
　

歳
以
上
の
方
■問
 

シ
ル

６０

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
８
１

５８１

７
１
）
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■日
 

９
月　

日　

午
後
２
時
〜
４
時
■場
 

１４

（火）

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
※
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
を
■内
 

働
き
な
が
ら
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
■師
 

望
月
由
佳
氏

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）
■対
 

概
ね

　

歳
以
上
の
方
※
内
容
に
関
心
の
あ

５５

ネ
ル
ギ
ー
工
事
、
外
構
工
事
、
植
栽

工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す

■問 総務課

　この調査は、日本に住んでいるすべての方を
対象に、人口・世帯の実態を明らかにすること
を目的として実施します。
　国勢調査員が９月２３日（祝）～３０日（木）に世帯ごと
に調査票を配布し、１０月７日（木）までに調査票を

回収します。
　今回から、調査票の提出方
法は、調査員への手渡し、郵
送、インターネットの３種類
から選択することが出来ます。
　なお、調査票の記入内容は、
統計法に基づき秘密の保護が

厳重に守られます。また、統計以外に使用され
ることはありません。

��������������������		


����������������		

●成年後見制度説明会日程等一覧

内容会場時間日程

基礎的な制度の
説明と利用方法

市役所５階５０５会議室１０：００～
１２：００　

９／２５（土）

多摩平の森ふれあい館１０／７（木）

申立て方法と後
見人の仕事新町交流センター１４：００～

１６：００　

　　２２（金）

後見人の職務と
相続・遺言など
の関連事務

福祉支援センター１１／８（月）

市役所５階５０５会議室１０：００～
１２：００　　　２０（土）

※各回とも説明会終了後、個別相談に応じます
※９／２５、１０／２２は手話通訳あり
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い
ず
れ
も
■申
 

電
話
■場
 

■問
 

東
京
し
ご

と
セ
ン
タ
ー
多
摩
（
�　

・　

・
４

０４２

３２９

５
２
４
）

に
該
当
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以

内
に
、
本
人
ま
た
は
家
族（
代
理
人
）

が
市
役
所
２
階
保
険
年
金
課
へ
■問
 

保

険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係


